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あらま し　本報告では，シ ョッ ト内及びシ ョ ッ ト間 の特徴に基づ く被写体と話者 の 異同判定に よ る ニ ュ
ース映像か らの

ス ピーチシ ョ ッ ト抽出手法を提案する．ス ピー
チ シ ョ ッ トはマ ル チメディ ア情報を豊富に含み，資料的価値が高い ．そ

こ で我々は こ れまで ，被写体の 口唇動作と話者の 声か ら得 られ る 複数 の音声特徴と 画像特徴 の 相関に 基 づ く被写体と

話者の 異同判定手法を提案 して きた，こ の手法は，音声ノイズの少な い シ ョ ッ トに対して は高精度な異同判定が可能

で あるが，多量の音声ノ イズを含む シ ョッ トに 対 し て の 異同判定は 困難であ っ た．そ こ で本報告で は ，2段階の処理 に

よる被写体と話者の異同判定手法を提案する．まず第 1段階で ，こ れまでに提案 した手法に よ り異同判定を行 う．そ

の 後，第 2段階で，シ ョ ッ ト内及びそ の前後の シ ョ ッ トとの 間に表れる特徴的な画像 ・音声の性質に基づ い て 異同判定

を行う．ス ピー
チシ ョッ ト抽出実験の結果，提案手法の有効性を確認 した．
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Abstract　We 　propose 　a　method 　to　extract 　speech 　shots 　from　news 　videos 　using 　detecting　the　ilconsisteny　between

asubject 　and 　the　speaker 　f（）cusing 　on 　features　within 　and 　between 　shots ．　 Speech　shots 　in　news 　videos 　contain 　a

wealth 　of 　multimedia 　information，　and 　are 　valuable 　as 　archived 　materiaL 　To　extract 　speech 　shots ，
　we 　have　previ−

ously 　proposed 　a　method 　to　detect　the　inconsistency　between　a　subject 　and 　the　speaker 　based　on 　the　co −occurrence

between 　a　subject
，

s　lip　motion 　and 　the　speaker
，

s　voice ．　This　previous　method 　could 　detect　the　inconsistency　in　a

shot 　with 　little　audio 　noises ．　However，　it　is　di缶 cult 　to　detect　the　inconsistency　in　a　shot 　with 　signi丘ca皿t　amount 　of

audio 　noises ．　 In　order 　to　deal　with 　this　problem，　the　proposed　method 　detects　the　inconsisteny　between　a　subject

and 　the　speaker 　in　two　steps ．　The 丘rst 　step 　detects　the 　inconsistency　by　our 　previous　method ，
　and 　the　second 　step

detects　the　inconsistency　based　on 　the　intra−　and 　inter− shot 　features．　Experimental　results 　showed 　the　effectiveness

of 　the　proposed 　method ．
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1． は じ め に

　近 年，大量 に アーカ イ ブされた 映像の 再利用や効 率 的 な閲 覧

を支援す る 技術が 必要 とさ れ て い る，さ ま ざま な 映像 の 中で

もニ ュ
ー

ス 映像は実世界の 出来事 に密接 に 関連 し て お り，資 料

素材 と して の 価 値が高い ．ニ ュ
ー

ス 映像に おい て は特に 人物 に

関 す る情 報 が重要 であ り，人物名か らの 顔画 像検索に関する研

究 ［1，
2】や登 場人 物 の 人 間関係 に注 目 した研究 ［3，

4］な ど多 くの

研究が なさ れ てい る．そ の 中で も我々 は，イン タビュ
ーや記者

会見，選挙演説な ど，番組関係者以 外の人 物の ス ピーチシ ョ ッ

トに 注目して い る．こ の よ うなシ ョッ トは，話者の 表情や 態度，

声の トーン な ど， テ キ ス トで は わか りに くい マ ル チ メ ディ ア情

報を豊富 に含み，発言集や 要約映像の 生 成 な どの 支援 に 役立

つ ［5，
6】．また，その抽 出に 関 して は，映像検索 ワ

ークシ ョッ プ

TRECVID の タス ク ［7｝として も取り上 げ られ て い た こ ともあ

る．そ こ で本研究で は，ニ ュ
ー

ス 映像 か らス ピーチ シ ョ ッ トを

抽出する技術に注目す る．

　ス ピーチ シ ョッ トに おい て は，図 1（a）の よ うに人物 の 顔領域

が 中央付近 に 大き く映る こ とが多い ため，抽出の 際には 顔領域

の 位置や大 き さを利用 す る方法が考え られ る．しか し，顔領 域

が中央付近に 大きく映る映像の 中に は，図 1（b）の ナレーシ ョ ン

シ ョッ トの よ うに被写 体 と話者が異 なる シ ョ ッ トも存在する．こ

の シ ョ ッ トで は，被写 体の 発 し た音声は 重畳 され て お らず，ア

ナウン サな どの 番組関係者の 発 した音声 が 重畳 され て い る．こ

の よ うに，ニ ュ
ース 映 像 中に は 被写 体 と話者が 同一人物 で あ る

シ ョ ッ トと異 な る人物で あ る シ ョ ッ トが存在する．その た め ス

ピーチ シ ョッ トを抽出する ため に は，被写体 と話者 の異 同判定

が必要 とな る ．

　関連研 究 と して，堀井 らは ，口 唇動作 と音 声 の タイ ミン グ構

造 に 基づ き話者 を検出す る手法を提案 した ［8】．しかし，こ の

手法 は，映 像 中の 複数の人物の うち，発話 して い る人物を特 定

す る ため の もの で あ り，映像 中 に 含 まれ て い な い 人物の 発話 を

想定 して い ない ．従っ て，本研 究で扱 う問題 と は 性質が 異な る．

また ， 小林 らは，口唇動作 と音声の 共起 性に 着 目 し た手法を提

案 して い る ［9］．しか しなが ら，口 唇動作 と音声を 表す特徴 と

して それ ぞれ単
一

の 画像 ・音声特徴の み を用 い て お り，判定精

度が 不十分で あ っ た．こ れ に対 して本研 究で は ，発生 す る 音 声

とそ れ に伴 う口唇動作から得られる複数の 音声特徴 と画像 特徴

の 相関を利用する手法を 提案 した ［10，11］．また．こ れ らの 中

で，音声 ノイ ズの 少な い シ ョ ッ トに 対する有効性 を確認 した．

しか しな が ら，記者会見に お け る シ ャ ッ タ音や 屋 外 に お け る騒

音などの 音声ノイ ズが 含 ま れ る シ ョ ッ トに 対す る異 同 判定は 困

難 であ っ た．よ っ て，音声ノイズ が含 まれ るシ ョ ッ トに 対 して

は．口唇動作 と音声の 共起 性 以外 に 着目 した被写 体 と話者の 異

同判定 が 必要 で あ る．こ れ に 関 して ，ニ ュ
ー

ス 映像は，情報 を

よ り明確に伝 える こ とを目的として おり，ス ピーチ シ ョッ トは ，

映像中の 人物 の 言動 に 対 して 視聴者の 注 目が集ま る よ うに撮影

及び 編集さ れ る．ス ピーチシ ョッ トとナ レーシ ョ ン シ ョ ッ トで

は，そ の よ う な 「見せ 方」 に 関 して 異 なる傾 向 が 存在 す る と考

えられる．その ため，それ を基 に した確率的な判定が可能 で あ

我 々 は
… 肱tt

（a ）ス ピーチシ ョ ッ ト

（b ｝ナ レーシ ョ ン シ ョ
・
ソ ト

図 1 ニ ュ
ー

ス映像の 例

る と考 え られ る．

　そこ で 本報告で は，2 段 階の 処理 に よ る被写体 と話者の 異同

判定手法 を提案する，第 1 段階で は，こ れ ま で に提 案 した被写

体の 口 唇動作 と話者の 声 との 共起に基づ く手法 ［10，11】に よ り

判定を行う，第 2 段階で は ，
ニ ュ

ー
ス 映像中に 表れ る特 異 的 な

性質を利用 して確率的な判定を行う．

　以降，2．で は提案手 法 につ い て述べ る．3．では，提案手法の

有 効 性 及 び有 用性 を 評 価す るた めの 実験 に つ い て 述べ ，考察す

る．最後に 4．で ま と め る．

2． 提 案 手 法

　提 案 手 法 に お け る処理 の 流れを図 2 に 示す，提案手法 は 2 段

階の 処理 に よ りフ ェ イ ス シ ョッ ト （人 物 の 顔 領 域 が 大 き く映る

シ ョ ッ ト） にお け る被 写 体 と話者 の 異 同判定を 行 う．まず 第 1

段階で は，口唇動作と音声の 共起に基 づ き被写体 と話者の 異 同

判定を行 う．こ こ で は，発 声す る音 とそ れに伴う口 唇動作か ら

得 られ る複 数 の 画 像 ・音声特徴 （口 の 形状や 開閉の 程度 ，声の

大きさや 音素の 違い ）の 相関を基 に特 徴ベ ク トル を 作成 し，そ

れ を SVM で 識別 す る こ とで 被写体と話者の 異同判定 を 行 う．

続く第 2 段階で は，シ ョ ッ ト内及び シ ョッ ト間 の 特徴 に基づ き

被写 体 と話者 の 異 同 判定 を行 う，こ こ で は ，ス ピーチ シ ョ ッ ト

内及 び そ の 前後の シ ョ ッ トとの 間 に表 れ る特 徴 的 な画 像 ・音声

（シ ョッ ト内及 び シ ョ ッ ト間 の 画 像的変化や 音声 ノイズ 量な ど）

の 傾向を基に特徴ベ クトル を作成し，それを SVM で識別す る

こ と で 被写体 と 話者の 異同判定 を行 う．以 上の 2 段階の 処理に

よ り被写体 と話者の 異同判 定を行 う．以 降，各段階に つ い て 順

に説明 す る．

　2 ．1　第 1 段階 ：口唇動作 と音声の 共起に基づく被写体と話

　　　　者 の 異 同判定

　被写 体 と話者が 同一
で あ る シ ョッ トに おい て は，被写 体の 口

唇動作 と話者の 声に 高い 共起性が見 られ ， そ こから得られる画

像特 徴 と音 声特 徴に強い 相関 が表れる こ とが 予想される．一
方，

被写体 と話者が異 なる シ ョッ トに おい て は，被写 体の 口 唇動作

と話者の 声は無関係で あ る ため，そ こ か ら得ら れ る画像特 徴 と

．82一
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第1段階 第2段階

入 力 1 フ ェ イ ス シ ョ ッ ト SVM SVM 出力 ： ナ レーシ ョ ン シ ョ ッ ト：

1／／．／／／／／／　　　　　　’／t”t／／tt
出力

図 2　提案手法にお け る処理 の 流 れ

音声特徴 に は相関が 表 れ ない こ とが予 想され る．そ こ で 第 1 段

階で は，口唇 動作 と音声か ら抽出さ れ る 複数の 画像 ・音 声特 徴

の相関を基に 作成 した以下の 特徴ベ ク トル c を SVM で識別 す

るこ とに よ り被写体 と話者の 異同判 定を行 う．

・ ＝（・、，、 ，
・、，、，＿，ca，26 ）

T
（1）

こ こ で ，q 、ゴ は，画像特 徴ベ ク トル Vi （i ＝1，．．．，
4）と 音声特

徴ベ ク トル α ゴ （ゴ ＝ 1，＿ ，26）の 正規化相互相関である．Vi ，

a ゴ は，フ ェ イ ス シ ョ ッ ト （N フ レ
ー

ム ）の 各フ レーム か ら抽出

し た特徴を時系列 順 に並 べ た もの で あ り，以 下で 表され る．

v 、　＝（Vi （1）， ＿
・、（N ））

T

αゴ
＝ （αゴ（1），＿，・，（N ））

T

な お，利用 す る画像 ・音声特徴は以下の 通りで ある．

画 像特徴

（2）

（3）

　 ● 　口唇領域の 縦横比 Vl （n ）及 びその 動的特徴量 v2 （n ）

　 ・ 　口唇領域の面積 v3 （n ）及び その 動的特徴量 v4 （n ）

音声特徴

　●　音声 信 号の 平均パ ワー
α 1 （n ）及 び そ の 動的特徴量 a2 （n ）

　 ● 　MFCC （12次） a ゴ（n ）（ゴ＝3，＿，14）

　　　及 びそ の動的特徴量 αゴ（n ）（ゴ＝15
，
．，．

，
26）

　2．2 第 2 段階 ：シ ョッ ト内及び シ ョッ ト間の特徴に基づく被

　　　 写体と話者 の 異 同 判 定

　ニ ュ
ース 映像は情報を よ り明確に 伝え る こ とを 目的 と して お

り，ス ピー
チシ ョ ッ トは，映像中の 人物 の言 動に対 して 視聴者

の 注目が集 ま るよ うに撮影及 び編集される，その た め，ス ピー

チ シ ョ ッ トに お い て は ，シ ョッ ト内 や そ の 前後 の シ ョ ッ トとの

間に，ある程度特徴的な画 像 ・音 声の 傾向が存在する と考え ら

れ る．そ こで第 2段階で は，シ ョ ッ ト内か ら抽出 した画 像 ・音

声特徴 ん 、 ，ん 2 ，及び シ ョッ ト間か ら抽出した画像 ・音声特徴

fbi（i ＝ 1
，
．．．，6） を基 に次式で表 され る特徴ベ ク トル を 作成

し ， それ を SVM で識別す る こ とに よ り被 写体 と話 者 の 異 同 判

定を 行う．

∫＝（ん P ん 2 轟 、，＿，∫b6 ）
T

（4）

以降，シ ョッ ト自体の 性質 を表す画 像 ・音声特徴，隣接シ ョッ ト

との 関係性を表す画像 ・音声特徴につ い て 順に述べ る．

　2 ．2 ．1　シ ョ ッ ト自体の 性質を表す画 像 ・音声特徴

　 シ ョ ッ ト自体 の 性 質 を表 す画像 ・音声特徴 とし て，シ ョ ッ ト内

に おけ る画像的変化，シ ョ ッ トに 含まれ る 音声 ノ イ ズ量を 利用

する．以 降，各特徴に つ い て 述べ る．

区間 n

図 3　音声 ノイ ズ量 の 算 出 （円 ：B 。w （m ）（m ＝1，．．，「N ！lo1 ），点

　　 線 ：ん 2 ）

（1）シ ョッ ト内に おける画 像的変化 ん 、

　イ ン タ ビ ュ
ーや 記者会 見 に おい て、一般 に被 写体は 移動せ ず

一定 の場所 に留ま り発話する．また，被写体の 様子を 捉え よ う

とする ため激しい カ メラモ
ー

シ ョ ン も少ない ．そ のた め ， シ ョッ

ト全 体 を通 して 画像的変化は 少な くなる．この 点に 着目し，提

案手法で は シ ョッ トの 最初の フ レ
ー

ム と最後の フ レーム の 相違

度を利用する，

　相違度に は、画像間 の 類似性評価指標 と して
一般 的 に用 い ら

れ る RGB ヒ ス トグラム 間 の Bhattacharyya 距離を利用する．

具 体 的 には，次式に よ りシ ョッ ト内に お け る 画像的変化 ∫Wi を

求める．

ん 、
一 レ Σ H ∫（・）∬・（・）

　 　 　 　 　 　 T

（5）

こ こ で，Hf ま たは Ht は，シ ョッ トの 最初また は最後の フ レー

ム にお け る正 規化 RGB ヒ ス トグラ ム で あ る．

（2）シ ョッ トに 含まれ る 音声 ノイ ズ量 ん 2

　ス ピーチ シ ョッ トは静か な環境で撮影されるとは限 らず，周

囲 の 人の 声や騒音を 含む こ とが ある，そ の ため ， あ る程度の音

声ノ イズが含 まれ る こ とが予 想され る．一
方，被写体 と話者が

異 な る映像 に お い て は ，主 に 静かな環境 で発 話す る番 組 関 係者

の 音声が 流れる．その た め，音 声 ノイ ズが 含まれ る こ と は少な

い ．この こ とか ら，提案手法で は シ ョ ッ ト内の 音声 ノイ ズ量 を

利用 する．

　具 体 的 には まず，シ ョ ッ トを N 個の 区間に 分割 し，各区間 か

ら音声信号 の平均パ ワ
ー
を求め，その 対数を取っ た もの を P （n ）

（n ＝1，．．．，N ）とする．次に，　P（n ）の値を降順にソ
ー

トしてそ

の 下位
一

割を取り出 し，こ れ を A 。W （m ）（m ＝1，．．．，「1v！lo1）

（図 3 中の 円） とす る．こ の A 。 w （m ）の 平均 （図 3 中 の 点 線 ）
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を シ ョ ッ トに含 まれ る 音声 ノ イズ量 ん 2 として 利用 す る．

　 　 　 　 　 　 　「N ／IOl

f・ ・
　
＝i

「訪、。1 Σ 恥 ）
　 　 　 　 　 　 　 m ＝1

（6）

　2．2 ．2 　隣接シ ョ ッ トとの 関 係性を表す 画像 ・音声特徴

　隣接 シ ョッ トとの 関係性を表す画像 ・音声特徴 として，シ ョ ッ

トの 切 り替わ りに お け る画像 的変化，シ ョ ッ トの切 り替わ りに

お ける 音量，シ ョッ ト間 で の 音声ノ イズ量 の 差を利用す る．以

降，各特徴に つ い て 述 べ る ．

（1）シ ョ ッ トの切 り替わ りに お ける 画像的変化 fbi，fb2

　ある 人物が発話す る映像は，複数 の ス ピー
チシ ョ ッ トの 組み

合 わ せ に よ っ て 構成され る こ とが 多い ．そ の た め，画像的に 似

たス ビーチ シ ョ ッ トは 連続す る こ とが 多い ．この 点に 着目 し，

提案手法で は判定対象 である シ ョッ トの 代表フ レ
ー

ム とそれ に

隣接す る シ ョ ッ トの 代表フ レームの 相違度を利用する．

　相 違 度 に は，fw、
と同様 に，　 RGB ヒ ス トグ ラ ム間 の Bhat −

tacharyya 距離を 用 い る．ま ず，判定対象で あ る シ ョ ッ トが そ

の 直前の シ ョッ トか ら切 り替わ る点に お け る画像的変化 fb、 は

次式で計算される．

fb、 − 1一Σ Hf （・）Ht（・）
　　　　　　 1

（7）

こ こ で，Hf また は Ht は，判定対 象で あるシ ョ ッ トの 最初の フ

レーム また は そ の 直前 の シ ョ ッ トの 最後 の フ レーム に お け る正

規化 RGB ヒ ス トグラムで ある．次に ，判定対象で あるシ ョ ッ

トからその 直後の シ ョッ トへ 切 り替わる点に お ける画像的変化

fb2は 次式で 計算され る．

∫・、
− 1一Σ H ・（・）H ；

’
（・）

　　　　　　 t

（8）

こ こ で．Ht と H ｝
t
は．それ ぞれ判定対象であ る シ ョ ッ トの 最後

の フ レーム とそ の 直後 の シ ョ ッ トの 最初の フ レーム にお け る正

規化 ヒ ス トグラ ム で ある．

（2）シ ョ ッ トの切 リ替わ りにお け る音量 fbs，fb4
　ス ピー

チ シ ョ ッ トの 始端及 び終端 に お い て は，音 量 が 下が る

こ とが 多い．こ れ は、シ ョ ッ トを 結合 し て
一

つ の 映像を作成 し

た場合に 視聴者に違 和感 を与 え ない た め で あ る と考え られ る．
一

方，被写体と話者 が異なる映像に おい て は，画像的な切 り替

わ りに 関係 な く番 組 関係 者が ナ レー
シ ョ ン を行 う場面が 多 く見

られ る．そ の た め，画 像的な切 り替わ りに おい て 音量 が 下が ら

ない こ とが ある．こ の こ とか ら，提案手法で は シ ョ ッ トの 切 り

替わ りに お け る音量 を利用 す る．

　具体的に は，シ ョ ッ トの 切 り替わ りの 前後 1！30秒，合計 1／15

秒 に お け る音 声信 号 の 平 均 パ ワ
ーを 利用す る．まず，判定 対象

である シ ョ ッ トがそ の 直前 の シ ョ ッ トか ら切 り替わ る点 にお け

る音量 fb3は次式で計算され る．

編 一歩Σ x
’2
（t）　 　 　 　 （・）

　 　 　 　 　 t…≦t≦格

こ こ で，tlまた は tSは シ ョ ッ トが切 り替わ る時刻の 1／30秒前

また は後，x
’

（t）は時刻 t （tC ≦ t ≦ tS）の 音声出力の サ ン プ リ

表 1 作成 したデー
タセ ッ トとその 内訳

セ ッ ト 被写体 呂 話者 被写体 ≠話者 合計

1 48 13 61

2 37 25 62

3 49 13 62

4 55 19 74

5 48 18 66

6 41 31 72

7 43 19 62

合計 321 138 459

ン グ 値，T ’

は tl ≦ t ≦ tS で の 音声 出力の サ ン プル 数 で あ る．

次に ， 判定 対 象 で あ るシ ョ ッ トか らそ の 直後 の シ ョ ッ トへ 切 り

替わる点 に おける音量 fb4は次式で計算される．

f・4 一歩 Σ xtt2 （の 　 　 　 　 （lo）
　 　 　 　 　 tl’

≦t≦t5’

こ こ で，tl
’

また は t5
’

は シ ョッ トが切り替わ る時刻の 1／30秒前

また は後，x
’t

（t）は時刻 t （tt
’

≦ t≦tS
’

）の 音声出力の サ ン プ リ

ン グ値，T ”

は tl
’

≦ t ≦ tS
’

で の 音声 出力の サ ン プル 数で ある．

（3）シ ョ ッ ト間での 音声ノ イズ量 の 差 fb5，∫b6

　ス ピー
チシ ョ ッ トに は 音声ノイズが含まれ る こ とが多い ．た

だ し，その 量は撮影環境に よ っ て 様 々 で あ る ため，絶対量の み

で 判断す る の は困 難 で あ る．しか しな が ら，隣接 す る シ ョ ッ ト

と比較して音声ノ イズの 量が多い 場合に は，ス ビーチ シ ョ ッ ト

で あ る可 能 性 が高 くな る と考 え られ る．こ の こ とか ら，提案手

法で は 判定対象 で ある シ ョ ッ トと隣接シ ョ ッ トに お ける音声 ノ

イ ズ量 の 差 を 利用 す る，

　具体的に は まず，式 6 と 同様の 方法で ，判定対象で ある シ ョ ッ

トに お け る音声ノ イズ量 ん 2 とそ の 直前及び直後の シ ョ ッ トに

おける 音声ノイ ズ量 fS2，　 fL
’

2 を求める．こ れ らを用 い て，判

定 対 象で あ る シ ョ ッ ト と そ の 直前及び 直後の シ ョ ッ トに お け る

音声ノ イ ズ量 の 差 fb， ，　 fb。 を それ ぞれ 次式で 求め る．

fb。 ＝ん 、

− fb，

f・。
＝ん ジ ∫嘉、

3． 評 価 実 験

〔11）

（12）

　ニ ュ
ース 映像か らの ス ピーチ シ ョ ッ ト抽 出 に 関す る提 案 手法

の 有用性 を評価す るた めの 実験 とその 結果に つ い て述べ ，考察

を加え る．

　3．1 実 験 方 法

　実 際 に放 送 され たニ ュ
ー

ス 映像 （NHK ニ ュ
ー

ス 7）7 日分か

らフ ェ イ ス シ ョ ッ ト 459 本 を 人手 で抽 出 した．その 内訳を表 1

に 示す．こ こで，各セ ッ トは 1 日分の ニ ュ
ース映像 に対応 して

い る ．こ れ らの フ ェ イ ス シ ョ ッ トに 対 し て，口唇動作 と 音声の

共起に 基づ く被写 体 と話 者 の 異 同 判定 手 法 （提 案 手法 にお け る

第 1 段階）を適用し，被写体と話者が同
一

で ある と判定された

シ ョ ッ トを ス ピーチ シ ョ ッ トと して 抽 出 した．な お，口 唇領域

は，輝度及び色情報を利用したシ ン プル かつ 高速な手法 に よ り
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表 2 ス ピーチ シ ョッ トの 抽出精度の 比較

適合率 再現率 F 値

第 1 段 階のみ
0．949

（56／59）

0．174

（56／321）
0．294

第 2 段階の み
　 0．879

（270／307）

　 0．841

〔2701321 ）
0．860

提案手法
　 0．882

（276／313）

　 0．860

（2761321 ）
0．871

　 　 　 　 　 　 　 　 ス ピーチシ ョ ッ ト 〔判定対象）

一
　 　 ｛a）山）　　　　　　　　　　　 〔e）　　　　　　　　　　　 〔di〔e〕

嫌 … 　 … 騰し
音声　　

一1 −　 　　 …

輪
隅

辮

矚
榊

自動で 抽出した．その 後，提案手法に おける第 1段階で 被写 体

と話者 が異 な る と判定さ れ た シ ョ ッ トに対 して ，シ ョ ッ ト内及

びシ ョッ ト間 の 特 徴 に 基づ く被写 体 と話 者 の 異 同判 定 手 法 （提

案手 法 に お ける 第 2段階）を適用 し，被写 体 と話者が同
一

で あ

る と判 定 され た シ ョ ッ トを ス ピーチ シ ョ ッ トと して 抽出した．

　提案手法に おける第 2 段階の識別器 の 学習 に は，学習 セ ッ ト

に対 して 提案手法に お け る 第 1 段階の 処理 で 被写 体 と話者が 異

なる と判定さ れ たサ ン プル の み を利用 した．こ の とき，1 つ の

セ ッ トを評価用 セ ッ ト，残 りの 6 つ の セ ッ トを学 習 用セ ッ トと

し，各セ ッ トに お け る抽出精度の 平均を全体の 抽出精度 と した．

　評価 基 準 と して は，ス ピーチ シ ョ ッ トの 抽出に 関する 適合率，

再現率、F 値を 利用 し た ．適合率が高い ほ ど誤抽 出 が少 な い こ

とを表 し，再現率が高い ほ ど抽出漏れが少ない こ とを表す，適

合率 と再 現率の そ れ ぞれ が高 けれ ば抽出性 能が優 れ て い る こ と

を意味す るが、両者は トレードオ フ の 関係 に あ る．その ため，

総合的な性能評価 に は，適合率と再現率の 調和平均で ある F 値

を用い た．

　3．2 実 験 結 果

　実 験 結 果 を表 2 に示 す．F 値 に 関 して ，提 案 手法 に お ける 第

1段階の み で は O．294，第 2 段階の み で は 0．860 ，提案手法 で は

0，871 とな っ た．提 案手 法 にお け る第 1段 階 の み，第 2 段階の

み の 場合と比べ て提案手法の ほ うが高い F 値が得られ た こ とか

ら，2 段階か ら構成され る 提案手法の 有効性を確認 した．ま た，

適合率に 関して は，提案 手法にお け る第 1 段階の み では 0．949，

第 2 段階の みで は O．879，提案手法 では 0，882 となり，第 1段

階のみ の場合 に最 も高 くな っ た．

　3．3 　考　　 察

　提 案 手 法 に お け る 2 段 階 の 識別処理 の 有 効性，第 2 段階で 利

用 する各特徴の 有効性 につ い て考察を述べ る．

　2 段階の識別処理の 有効性 ：提案手法に お け る第 1 段階 と第

2 段階を組み合わ せ る こ とで ス ピーチ シ ョッ トの 抽出精度が向

上 し た，こ れは ，異な る 性質を 用 い て 異同判定を行っ た た め で

ある，提案 手法にお け る第 1段階は 口 唇動作 と音声 の 共起 性を

基に 判定を行う手法で あり，画像 ・音声特徴を正 確に抽出で き

れ ば高精度な ス ピーチ シ ョ ッ ト抽出が 可能で ある．しか し な が

ら，画 像 ・音 声 ノ イズ が 含 まれ る場合 に は画 像 ・音 声特 徴 を正

確に 抽出する こ とがで きな い ため，ス ピーチ シ ョッ トの 抽出漏

れ が生 じる．一
方，提案手法にお ける第 2 段階は，第 1 段階の

判定精度の 低下 の 原 因 とな る音声ノ イズな どに表 れ る特 異 な画

像 ・音声特徴を 利用 し て 判定を行 う．しか し なが ら，あく まで

確率的な 判定で あ り，特徴的な画像
・
音声の 傾向が表れ な い 場

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 時刻

　　 ｝ 　 　　 　
一 一一

vr
・一一・一一ノ

　 　　 ｝
直前 の シ ョ ッ トか ら の 　　　　 発聒 区 間の 音声　　　　 直後 の シ ョ ッ トへの

切り替わ りにおける音声 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 切 り替 わ りにお ける音声

　 　 　 （無音）　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （無 音）

図 4　シ ョ ッ トの切 り替わ りに おけ る音 量 を 利用 した場合の識別成功例

〔a ）直前の シ ョ ッ トの 最後 Cb）ス ピーチ シ ョ ッ ト （判 （c）ス ピーチ シ ョ ン ト （判

の フ レーム　　　　　　 定対象）の最初の フ レ
ー

ム 定対象冫中の フ レーム

Cd｝ス ピーチ シ ョ ッ ト （判 （e）直後の シ ョッ トの最初

定頬象）の最後の フ レ
ー

ム の プ レi・ム

図 5　図 ・1の （a ＞
〜

（e）に対応する フ レーム

合に は正 し く判定で き ない ．提 案手法は こ の よ うな長所と短所

を 持つ 2 っ の 手法を組み合わせ て判定を行 うもの で あ る．これ

らの 手法が双 方の 短 所を 長所 で 補い 合っ た こ とに よ り，性能が

向上 した と 考え られ る．

　第 2 段階で利 用 す る各 特 徴の 有効性 ：第 2段階で 利用する各

特徴の 有効性を評価する ために，被写 体 と話者の 異 同判 定実 験

にお い て 比較手法 との 比 較 を行 っ た．その 結果を 表 3 に 示 す．

利用す る 特徴 を 減 ら し た い ずれ の 比 較 手 法 よ りも提 案 手法 の

方が高 い 識別率が得 られた．さ らに ，い ずれ の 特徴を追加 した

場合で も識別率が向上 した こ とか ら，個 々 の 特徴に は効果が あ

る とい え る，実際，各特微を追加する こ とで正 し く識別 で き る

よ うに な っ た シ ョ ッ トが 存 在 し，そ こ に は各特徴の 傾向が顕 著

に 表 れ て い た．そ の 中で 最 も識別 率の 向上 に 寄 与 した 特 徴は，

シ ョッ トの切 り替 わ りにお け る音量　fb3，　 fb4で あっ た．ス ピー

チ シ ョ ッ トの 切り替わ りに お ける音量を利用 した場合 に 識別 に

成功 した例 を 図 4，図 5 に 示 す，直前の シ ョ ッ トか らの 切 り替

わ りに お け る音声 波形 及 び直 後 の シ ョ ッ トへ の 切り替わ りに お

け る音声波形は，シ ョ ッ ト中の 発話区 間に お ける音声波形 と比

べ て 振幅が小 さ く，音量 が小 さい こ とが わ か る．提案手法で は

この よ うなス ピ
ー

チ シ ョ ッ トの 傾 向 を表 す 特 徴 を利 用 す る こ と

で，正 しく判定 す る こ と が で きた と 考え られ る．

　
一

方で ， 提 案手 法 で は識別率 0．808，比 較手法の うち最も高

い もの で は識別率 0，797 とな り，その 差 は 0，011 と小 さか っ た．

提案手法で 算 出 した特 徴に よ っ て 着目し た 性質を 適切に 表現 で

きて は い る もの の，よ り良い 算 出方 法が あ る と考え られ る．例
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表 3　第 2 段階で 利用する各特徴 の 有効性評 価の た めの 比較

シ ョッ ト自体 の 性質 を

　　　表 す特徴

隣接シ ョッ トとの関 係 性 を

　　　　表 す 特徴

手法 画像的

変化

ん 1

　音声

ノイ ズ量

　ん 2

画像的

変化

∫bP ∫δ2

音 量

∫b3，∫b4

　　音声

ノイ ズ1 の 差

　∫b5 ，∫b6

識別率

比較 A ！ ！ ／ ！ 0．760

比較 B 〆 ／ 〆 〆 0．797

比較 C ！ 〆 〆 ♂ 0．771

比較 D ／ 〆 〆 ♂ 0．758

比較 E ／ ／ 〆 ／ 0．780

提案 ／ 〆 〆 〆 〆 0．808

え ば，音声 ノ イ ズ量は話者が 発話してい ない と思われる区間の

音量か ら算 出 してい る．こ れ は，人間の 発話に お い て は
一
定の

「間」 が存在する とい う仮定の 上に 成り立 っ て い る．そ の た め，

「問」 をお かず に発声 し続 け てい る場合に は音声ノイ ズ 量を正

しく算 出す る こ とがで きない ．識別精度向上 の ため に は，着目

した性質を よ り正確に 捉 え る特 徴 の 算 出方 法を検討す る 必要が

ある，また，提案手法で は，シ ョ ッ ト間の 性質を 表す特 微を 算

出す る際に、前後の シ ョッ トの 内容に つ い て は考 慮 してい な い ．

顔検出処理 に よ り，各シ ョッ トが フ ェ イ スシ ョッ トで あるか ど う

か は判 定 で き る．また，第 1 段 階に お ける 処理 に よ り，
一

部 の

フ ェ イ ス シ ョッ トに つ い て はス ピーチ シ ョッ トで あ る こ と が 特

定で きる．これ らの 処 理 結果 を 第 2 段階で利用する こ とで ，更

に高精度な判定が で き る と考え られ る．

4． む　す　び

　本稿で は，被写 体 と話者の 異 同判定を利用 したニ ュ
ース 映像

か らの ス ピーチシ ョ ッ ト抽出手法を提 案 した．提案手法 は 2 段

階の 処理 か ら構成 され る．第 1 段階は．口唇動作 と音声 の 共起

性に着 目 し，複数 の 画 像特徴 と 音声特 徴の 相 関 を利 用 して被写

体 と話者の 異同判定を行う手法であ る．第 2 段階は ，シ ョッ ト

自体や そ れ に隣接す る シ ョッ トとの 問に 表れる特異的な性 質 に

着 目 し，シ ョ ッ ト内及び シ ョッ ト閤 か ら抽出 した画像 ・音声特徴

を利 用 して被 写 体 と話者の 異 同判定を 行 う手法 で あ る．画 像 ・

音声特徴を正確に 抽出で き れば 高精度な 判定が可 能な第 1 段階

と，シ ョ ッ ト内及 びシ ョ ッ ト間の 画像 ・音声特徴に 基づい て確率

的に判定する第 2段階を組み 合わせ る こ とで，様々なス ピー
チ

シ ョッ トに 対 して も高 精 度 な抽 出 を可能 とする．

　提案手法に よ るス ピーチ シ ョ ッ ト抽 出 の 精 度 評価 に関 す る実

験では，第 1段階の み で は F 値 0，294，第 2 段階のみ で は F 値

0．860 で あ っ た の に 対 し，提案手法 で は F 値 0．871 とな り，2

段 階 か ら構 成 され る提案手法の 有効性を確認 した．

　今後 は，第 2 段階 にお け る シ ョッ ト内及 び シ ョ ッ ト間の 特徴

に関 して，顔 検出処理 の 結果及び第 1 段階に お ける処 理 の 結 果

を利用した算出方法につ い て検討 してい く，
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